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高知県公務員宿舎規則の一部改正について（通知）

うえのことについては、平成27年3月19日高知県規則第14号で公布され、平成

27年4月1日から施行されますので、下記事項に留意し、適切な処理を行ってください。

記

主な改正の内容

1住宅並びに自動車保管場所の使用料の算定ゐ基礎となる別表第1及び第2を改正。

単価の改正及び、単身赴任者（職員の給与に関する条例（昭和29年高知県条例第34号）

第23条の2第1項本文若しくは第3項、公立学校職員の給与に関する条例（昭和29年

高知県条例第37号）第21条の2第1項本文若しくは第3項若しくは警察職員の給与に

関する条例（昭和29年高知県条例第15号）第12条の2第1項本文若しくは第3項の規

定により同居していた配偶者と別居することとなり単身赴任手当の支給を受ける職員

又はこれらの職員に準ずる職員をいう。）に対する表を新たに設けたこと。

（規則第7条及び第7条の2関係）

2　ただし、宿舎使用料については、平成27年4月1日の引上げ額が、3，000円

を超えるときの引上げ額は3，000円とし、3，000円を超える額については、

平成28年4月1＿日に引き上げるよう経過措置を設けたこと。

（附則（経過措置））



3　宿舎の貸与を受けていた者が単身赴任者又は国家公務員、他の地方公共団体の職員

若しくは独立行政法人その他これに類する法人の職員となるため退職し、国家公務員、

他の地方公共団体の職員若しくは独立行政法人その他これに類する法人の職員として

在職した後再び職員となることが明らかな場合であって、当該単身赴任者等と生計を

一にする者を引き続き当該宿舎に居住させておくことがやむを得ないと認められた際、

当該単身赴任者と生計を一にする者が引き続き当該宿舎を使用することができるよう

にしたこと。

（規則第17条関係）

4　使用料減免の対象について、本来の職務に伴って居住しなければならないと認めら

れた公務員を加えたこと。

（規則第8条関係）

5　被貸与者が、職員宿舎を明渡さなければならない事項に、県が、当該宿舎につき宿

舎を廃止する事由が生じたため、その明渡しを請求されたときを加えたこと。

（規則第17条関係）

6　宿舎明渡しを猶予している期間中の宿舎使用料の額については、使用料の算定方法

により算出した額に1．5を乗じて得た額としている現行の取扱いを1．0を乗じ

て得た額に改めたこと。

（規則第17条関係）

7　規則の改正に伴い、第1号様式（宿舎貸与申請書）及び第2号様式（宿舎貸与承認

書）の変更を行うとともに、新たに第6号様式（宿舎貸与継続申請書）及び第8号様

式（宿舎貸与継続承認書）を加えたこと。

（別記第1号様式（第10条関係）、別記第2号様式（第11条関係）、

第6号様式（第17条関係）、第8号様式（第17条関係））



新 旧 対

新

高知県公務員宿舎規則（抜粋）

本則

（趣旨）

第1条　県の公務員（警察に勤務する国家公務員を含む。以下「公務員′」
という。）に貸与する宿舎（県の公営企業会計に属する宿舎を除く。次条

第1項において同じ。）については、この規則の定めるところによる。

（定義）
第2条　略

2　この規則において「自動車の保管場所」とは、前項に規定する工作物
その他の施設のうち、自動車の保管場所の確保等に関する法律（昭和37

年法律第145号）第2条第1号に規定する自動車の同条第3号に規定す

る保管場所として公務員に使用させるため、県が設置し」包茎が指定す
るものをいう。

（宿舎の種類）

第3条　略

（公邸）
第4条　公邸は、知事のために設置し、公用に供する部分については塞塑

笠、その他の部分（第7条第1項にお＿いて「私邸」という。）については
有料で貸与する。

（無料宿舎）
第5条　無料宿舎は、次に掲げる公務員のうち知事が指定する者のため

に、予算の範囲内で設置し、無料で貸与する。

（1）本来の職務に伴って、通常の勤務時間外において、生命若しくは

財産を保護するための非常勤務早はこれと類似する性質を有する勤務
に従事しなければならない者

（2）～（4）略

照 表

旧

高知県公務員宿舎規則（抜粋）

本則

（趣旨）

第1条　県の公務員（警察に勤務する国家公務員を含む。以下「公務員」

という。）に貸与すべき宿舎（県の企業会計に属する宿舎重畳Ⅰ。）につ
いては、この規則の定めるところによる。

（定義）
第2条　略

2　この規則において「自動車の保管場所」とは、前項に規定する工作物
－その他の施設のうち、自動車の保管場所の確保等に関する法律（昭和37
年法律第145号）第2条第1号に規定する自動車の同条第3号に規定す

る保管場所として公務員に使用させるため、県が設置し塾垂が指定する
ものをいう。

Ｊｊ豆類ｌ

第3条　略

（公邸）

第4条　公邸は、知事のために設置し、公用に供する部分につい、ては塞
整、その他の部分（以王「私邸」という。）については有料で貸与する。

（無料宿舎）

第5条　無料宿舎は、次に掲げる公務員のうち知事が指定する者のため
に、．予算の範囲内で設置し、無料で貸与する。

（1）本来の職務に伴って、通草の勤務時間外において、生命若しくは
財産を保護するための非常勤務又はこれと選毯聖性質を有する勤務に
従事しなければならない者

（2）～（4）略
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（5）前各号に規定する業務に準ずる業務に従事する者

（有料宿舎）

第6条　有料宿舎は、次の各号に掲げる分類に従い、 それぞれ当該各号に

掲げる場合において、公邸又は無料宿舎の貸与を受ける者以外の公務員
のために、予算の範囲内で設置し、有料で貸与する。

（1）公舎　公務員の職務に関連して県の事務又は事業の運営に必星型
を直上認められる場合

（2）略

（住宅の使用料の額）

第7条　私邸及び有料宿舎の住宅の使用料の月額は、当該住宅の建築後の

経準年数に応じて、住宅の構造及び面積によって別表第1＿に定める1平
方メートル当たりの使用料の額に、当該住宅の使用料の算定の対象とな

る面積（以王「住宅使用料算定面積」という‘。）を乗じて得た額とする。
ただし、．当該額に10円未満の端数を生じたときは、当該喝数を切り捨
てるものとする。

2　住宅使用料算定面積は、当該住宅の延べ面積（共同宿舎にあっては、居
住者ごとの専用部分の延べ面積）とし、共同使用の部分があるときは」

塑笠拉あん分するものとする。

3　知事が指定する職にある者が入居する住宅については、公用に供する

部分として15平方メートル（公用に供する部分が15平方メートルを超

え奉ときにあっては、知事が定める面積）を、住宅使用料算定面積の算
′出の際控除する。

4　第1項の規定にかかわらず、住宅の構造若しくは施設が著しく他の住

宅と異なる場合又は当該住宅の延べ面積が著しく大きい場合において、
他の住宅との均衡上必要があると認めるときの当該住宅の使用料の額又
は延べ面積の調整については、知事が別に定める。

5　単3項の規定により算出した住宅使周料算定面積に1平方メートル未
満の端数を生じたと‾きは、当該端数を切り吟てるものとする。

6　新たに公邸若し くは有料宿舎の貸与を受け、 又は公邸若しくは有料宿

（5）前各号の一に準ずる業務に従事する者

（有料宿舎）

第6条　有料宿舎は、迭拉掲げる分類に従い、それぞれ当該各号に掲げる

場合において、公邸又は無料宿舎の貸与を受ける者以外の公務員のため
に、予算の範囲内で設置し、有料で貸与する。

（1）公舎　公務員の職務に関連して県の事務又は事業の運営に必要上
認められる場合

（2）略

（住宅の壁旦塑）
第7条　私邸及び有料宿舎の住宅の使用料の月額は、別表第1に掲げる住

宅の建築後の経過年数の区分に応じて、同表の住宅の構造及び面積の区
全壊に定める1平方メートル当たりの使用料の額に、当該住宅の使用料
の算定の対象となる面積（以下この条において 「住宅使用料算定面積」
という。）を乗じて得た額とする。ただし、その額に10 円未満の端数が

あるときは、これを切り＿捨てた＿額とする。

2　住宅使用料算定面積は、当該住宅の延直選（共同宿舎にあっては、居住
者ごとの専用部分の延直選）とし、共同使用の部分があるときは塑笠蛙
あん分するものとする。

3　知事が指定する職にある者が入居する住宅については、公用に供する

部分として1声平方メートル（公用に供する部分やミ15平方メートルを壁
に超えるときは、知事の定めた面積）を、住宅使用料算定面積の算出の
際控除する。

4　′第1項の規定にかかわらず、住宅の構造若しくは施設が著しく他の住

宅と異なる場合草は当該住宅の延直選が著しく大きい場合において、他
の住宅との均衡上必要上認めるときの当該住宅の使用料の額又は垂直遠
の調整については、知事が別に定める。

5　前3項の規定により算出した重鎮に1平方メートル未満の端数旦あ互
ときは、これを切り捨てる。

6　新たに住宅の貸与を受け、又はこれを明け渡した場合におけるその月
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全を明け渡した場合におけるその月分の使用料は、日割りにより計算し
た額とする。

（自動車の保管場所の使用料の額）・

第7条の2　公選及び有料宿舎の自動車の保管場所の使用料の月額は、且
動車の保管場所の設置箇所によって別表第2に定める1平方メートル当
たりの使用料の額にＪ　当該自動車の保管場所の使用料の算定の対象とな
る面積（12．5平方メートルを超えるときは12．5平方メートルとし、0．1

平方メートル未満の端数があるときは当該端数を切り捨てた面積とす
る。）を乗じて得た額とする。・ただし、当該額に10円未満の端数を生じ

たときは、当該端数を切り捨てるものとする。

2　新たに自動車の保管場所の貸与を受け、又は自動車の保管場所を明け

渡した場合におけるその月分の使用料は、日割りにより計算した額とす
る。

（使用料の減免）

第8条　知事は、災害、損壊その他特別の事情により並且蚤の規定による
使用料を徴することが不適当であると認めたときは、箆昼型を減額し、

又は免除することができる。

寧…知事は、本来の職務に伴って、通常の勤務時間外において、生命若し
土は財産を保護するための非常勤務草しくは通信施設に関連する非常勤

蓼又はこれらと類似する性質を有する勤務に従事するため、その勤務す
屋傘務＿所の構内又はこれに近接する場所に居住しなければならないと認
め阜公務員たっいて、前2条の規定による使用料を徴することが不適当
笠あると認めたときは、使用料を減額し、又は免除することができる。

第

（使用料の徴収）
9条　公邸又は有料宿舎の貸与を受けた者に給与を支給する者は、毎月

給与を支給する際、その給与から当月 分の第7 条又は第7条の2の規定

による使用料を控除して徴収するものとする。ただし、これにより難い
事情があるときは、この限りでない。

（貸与の承認）
第11条　知事は、前条の規定により宿舎の貸与の申請があった場合にお

分の使用料は、日割りにより計算した額とする。

（自動車の保管場所の壁盟牡）

第7条の2　昼型及び有料宿舎の自動車の保管場所の使用料の月額は、剋
表第2に掲げる自動車の保管場所の構造に応じて定める1平方メートル
当たりの使用料の額に、当該自動車の保管場所の使用料の算定の対象と
なる面積（12．5平方メートルを超えるときは12．5平方メートルとし、
0．1平方メートル未満の端数があるときはその端数を切り捨てた面積と
する。）を乗じて得た額とする。ただし、その額に10 円未満の端数があ

るときは、＿これを切り捨てた額とする。

2　新たに自動車の保管場所の貸与を受け、又は三並を明け渡した場合に
おけるその月分の使用料は、日割りにより計算した額とする。

第

（使用料の減免）
8条　知事は、災害、損壊その他特別の事情により第7条第1項又は前
条第1項の規定による使用料を徴することが不適当であると認めたとき

は、その使用料を減額し、又は免除することができる。

（使用料の徴収）

第9条・私邸及び有料宿舎の貸与を受けた者に給与を支給する者は、毎月
給与を支給する際、その給与から当月分の夢7祭第1項及び第7条の2

運上＿塁の規定による使用料を控除して徴収するものとする。ただし、こ
れにより難い事情があるときは、この限りでない。

第
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（貸与の承認）
11条　知事は、宿舎の貸与の申請があった場合において貸与を承認し



いて貸与を承認したときは、当該申諸をした者に対して、別記第2号様
式による宿舎貸与承認書を交付するものとする。

（入居の延期）＿

第12条　知事は、前条の規定により宿舎の貸与の承認を受けた者が呈産
丞塾旦日から・－10日以内に当該宿舎に入居することができない理由を明
らかにして入居の延期を申請したときは、その理由がやむを得ないもの

と認めた場合に限り、入居すべき日を指定して、これを承認するものと
土星。

（貸与の承認の塾艶主）

第13条　知事は」第11条の規定により宿舎の貸与の承認を受けた者が呈
該承認の日から10日以内（前条の規定により入居の延期の承認を受けた
場合にあっては、同条の規定により知事が指定した日まで）に当該宿舎

に入居しないときは、貸与の承認を取り申すことができる。

（同居の承認）

第14条　知事は、宿舎の貸与を受けた者から主としてその収入により生
計を維持する者以外の者を同居させることについて申請があったとき
は、収益を目的とせず、かつ、当該宿舎の設置の目的に反しないと認め

た場合に限り、これを承認するものとする。

（仮設工作物等の設置等の承認）
第15条　知事は、宿舎の貸与を受けた者から自己の費用をもって仮設工

作物等を設置し、又は模様替え、建増〔その他当該宿舎の原形の変更を
土星ことについて申請があったときは、当該宿舎の管理上支障がないと
認めた場合に限り、当該宿舎の明渡しの際当該工作物等を撤去し、又は
県に寄附することを条件として、これを承認するものとする。

1居住者の責務）
第16条　宿舎の貸与を受けた者（次条夢1項ただし書文は第2項の規定の

適周を受ける者を含む。）は、次に掲げる事項を軍ら顕ければならな
い。

（1）善良な管理者の注意をもって、宿舎を正常な状態において維持す
ること。

たときは、申請者に対 して別記第2号様式によ

主星。

（入居の延期）
第12条　知事は、

る宿舎貸与承認書を交付

宿舎の貸与の承認を受けた者が承認の日から10日以内
に入居することができない理由を明らかにして入居の延期を申請したと
きは、その理由がやむを得ないものと認めた場合に限り、入居すべき日
を指定してこれを承認することがある。

（貸与の承認の取消）

第13条　知事は、 宿舎の貸与の承認を受けた者が承認の日から10日（前

条の規定により入居の延期の承認を受けた場合は、同条の指定の日）以
内に入居しないときは、貸与の承認を取り消すこと がある。

（同居の承認）
第14条　知事は、宿舎の貸与を受けた者から主としてその収入により生

計を維持する者以外の者を同居させることについて申請があったとき
は、収益を目的とせず、かつ、宿舎設置の目的に反しないと認めた場合
に限り、これを承認することがある。

（仮設工作物等の設置等の承認）
第15条　知事は、宿舎の貸与を受けた者から自己の費用をもって仮設工

作物等を設置し、又は模様替え、建増しその他宿舎の原形を変更するこ
とについて申請があったときは、宿舎の管理上支障がないと認めた場合

に限り、明け渡しの際当該工作物等を撤去し、又は県に寄付することを
条件としてこれを承認することがある。

（宿舎に居住する者の義務）

第16条　宿舎の貸与を受けた者（次条第1項の規定の適用を受ける同居者

を含む。）猿、次に掲げる事項を守ちなければならない。

（1）善良な管理者の注意を怠ウず、宿舎を正常な状態において維持す
ること。
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（2）貸与の承認の日から10日以内又固旨定された入居日までに、
宿舎に入居すること。

（3）略

（4）承認を受けずに、仮設工作物等を設置し、又は模様替え、建増し
その他宿舎の原形の変更をしないこと。・

（5）略

（6）宿舎を滅失し、又は損壊し挺場合において、当該滅失又は損壊が
居住者の故意又は重大な過失により生じたものであると知量墾謬めた

ときは、当該宿舎を原形に復し、又はその．損害を弁俸すること。

（7）宿舎を明け渡そう．とする場合は、その日の5日前までに知事拉届
け出ること。

（8）　自動車の保管場所について承認された事項に変更を生じた場合
は、変更後速やかに別記第3号様式による自動車の保管場所使用変更
届により知事に届け出ること。

（宿舎の明渡し等）

第17条　宿舎の貸与を受けた者が、次の各号のいずれかに該当すること
となった場合においては、当該宿舎の貸与を受けた者（その者が第2号
の規定に該当することとなった場合にあっては、その該当することとな
った時において、その者と同居していた者。第4項及び次条第1項にお
いて同じ。）は、その該当することとなった日から20日以内に当該宿舎
を明け渡すとともに、別記第4号様式による宿舎明渡し届を知事に提出
しなければならない。ただし、相当の理由がある場合は、別記第5号様

式による宿舎明渡し猶予申請書を知事に提出し、その承認を受けて、そ
の該当することとなった日から、公邸及び無料宿舎にあっては2月、有

料宿舎にあっては6月の範囲内において知事が指定する期間、引き続き
当該宿舎を使用することができる

（1）・（2）略

（3）転任、配置換え、勤務する公務所の移転その他これらに類する事

（2）貸与の承認のあった日から10日又は入居の指定日までに、遊星さ
也皇宿舎に入居すること。

（3）略

（4）承認を受止宣、、仮設工作物等を設置し、又は模様替え、建増しそ
の他宿舎の原形を変更しないこと。

（5）‘略

（6）宿舎を滅失又は損壊した場合において、その滅失又は損壊が居住

者の故意又は重大な過失により生じたものであると知事において認め
・たときは、三並皇原形に復し、又はその損害を弁償すること。

（7）宿舎を明け渡そうとする場合においては、＿＿知事に5日前までに＿届
け出ること。

（8）自動車の保管場所について承認された事項に変更を生じた場合
は、変更後速やかに別記第3号様式による自動車の保管場所使用変更

届を包茎に届け出ること。

（宿舎の明渡し等）

第17条　宿舎の貸与を受けた者が、次の各号のいずれかに該当すること
となった場合においては、当該宿舎の貸与を受けた者（その者が第2号
の規定に該当することとなった場合には、その該当することとなった時
においてその者と同居していた者。以下同じ。）は、その該当すること
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となった日から20日以内に当該宿舎を明け渡すとともに、別記第4号
様式による宿舎明渡し届を知事に提出しなければならない。ただし、相
当の理由がある揚合には、別記第5号様式による宿舎明渡し猶予申請書
を知事に提出し、その承認を受けて、その該当することとなった日か

ら、公邸及び無料宿舎にあっては2月、有料宿舎にあっては6月の範囲
内において知事の指定する期間、引き続き当該宿舎を使用することがで

きる。＿＿＿手の場合における知事の承認は、別記第6号様式による宿舎明渡
し猶予承認書により行うものとする。

（1）・（2）略

（3）転任、配置換え、勤務する公務所の移転その他これらに類する事



由により、当該宿舎に居住する資格を失い、 又はその必要がなくなっ
たとき。

（4）当該宿舎について県の事務又は事業の運営上の必要があって先順

位者が生じたため、その明渡しを請求されたと き。

（5）県において当該宿舎を廃止する必要が生じたため、その明渡しを
請求されたとき。

2　前項本文の規定にかかわらず、宿舎の貸与を受けた者が単身赴任者（職

員の給与に関する条例（昭和29年高知県条例第34号）＿第23条の2箪4
項本文若しくは第3項、公立学校職員の給与に関する条例（昭和29年直
知県条例第37号）第21条の2第1項本文若しくは第芋項若しくは警察

職員の給与に関す争条例（昭和29年高知県条例第15号）第12条の2＿筆
1項本文若しくは第3項の規定により同居していた配偶者と別居するこ

ととなり単身赴任手当の支給を受ける職員又はこれらの職員に準ずる昭

員をいう？別表第1において同じ。）となり‾、又は国家公務員、他の埠
方公共団体の職員若しくは独立行政法人その他これに類する法人の職員
となるため退職し、国家公務員、他の地方公共団体の職員若しくは独立

行政法人その他これに類する法人の職員として在職した後再び職員とな
ることが明らかな場合であって、、当該単身赴任者等と生計を一にする者
を引き続き当該宿舎に居住させておくことがやむを得ないと認められる
ときは、別記第6号様式による宿舎貸与継続申請書を知事に提出し、そ
の承認を受けて、当該単身赴任者が単身で生活することを常祝としてい

る期間、当該単身赴任者と生計を一にする者が引き続き当該宿舎を使用
することができる。この場合において、自動車の保管場所について新た
・に貸与を受けようとするときは、併せて知事の承認を受けることができ

る．Ｌ

3　知事は、第1項ただし書又は前項の規定に基づき宿舎の継続使用の申
請があった場合において貸与を承認したときは、当該申請をした者に対
して、別記第7号様式による宿舎明渡し猶予承認書又は別記第8号様式
による宿舎貸与継続承認書を交付するものとする。

4　宿舎の貸与を受けた者は、 知事が前条の規定に違反する事実により当

由により当該宿舎に居住する資格を失い、又はその必要がなくなった
とき1。

（4）当該宿舎について県の事務又は事業の運営の必要に基づき＿先順位
者が生じたためその明渡しを請求されたとき。

星　宿舎の貸与を受けた者は、知事が前条の規定に違反する事実でその宿
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遜．宿舎の維持及び管理に重大な支障を及ぼすおそれがあると認められる
者について、期限を付してその是正を要求した場合において、その期限
までにその要求に従わなかったときは、直ちに当該宿舎を明け渡さなけ

・ればならない。

巨　第1項ただし書又は第2項の規定に基づき宿舎を引き続き使用する期
間の使用料は、第4条及び第5条の規定にかかわらず、第7条（第3項

を＿除く。）耳は第7条の2の規定による使用料の月額の算定方法により
算出した額　　　　とする。

（明渡し期限経過後の徴収金額等）

第18条　宿舎の貸与を受けた者が前条第1項ただし書、第2項又は夢4

琴の溺定に基づく明渡し期限を経過してなおその使用を継続した場合に
おいて県が明渡しの請求の訴訟を提起しなかったときは、第4条二第5
条、第7条、第7条の2及び前条第5項の規定にかかわらず、当該明渡

3項を除く。）又は第7条の2の規定によるし期限の翌日から第7Ｉ条（第
使用料の月額の算定方法により算出した額の3倍の金額を徴収するもの
とする。

2　前項の規定による徴収金の徴収については、第9条の規定を準用す

る。この場合において、同条中「公邸又は有料宿舎」‘とあるのは」塵
舎」と、＿「第7条又は第7条の2の規定による使用料」とあるのは「第
18条第1項の規定による徴収金」と読み替えるものとする。

（宿舎の修繕費等）

第19条　略

2　災害、時の経過その他居住者の責めに帰することのできない理由によ

り、無料宿舎又は有料宿舎が損壊し、又は汚損した場合においては、そ
の修繕に要する費用は」県が負担する。

（宿舎台帳）

第20条　宿舎の丞虐等に係る事務を担当する者は、別記第9号様式によ
る宿舎台帳を作成して、居住者、使用料その他必要な事項を記載しなけ
ればならない。

舎の維持及び管理に重大な支障を及ぼすおそれがあると認められる者に
2亘、期限を付してその是正を要求した場合において、その期限までに

その要求に従わなかったときは、直ちに当該宿舎を卿ナ渡さなければな
らない。

3　第1項ただし書の規定により宿舎を引き続き使用する期間の使用料

は、第4条、＿第5祭、第7条及び第7条の2の規定にかかわらず、畳ヱ
条及び第7条の2に規定する使用料の算定方法により算出した額聖上ｊ

藍とする。この場合においては、第7条第3項の規定は適用しない。＿＿

（明渡し期限経過後の徴収金額等）

第18条　宿舎の貸与を受けた者が並条里明渡し期限を経過してなおその
使用を継続した場合において県が明渡しの請求の訴訟を提起しなかっ’た
ときは、第4条、第5条、第7条、第7条の2及び前条第3項の規定に
かかわらず、明渡し期限の翌日から第7条及び第7条の2に規定する使

昼型の算定方法により算出した額の3倍の金額を徴収する。この場合に
おいては、第7条第3項の規定は適用しない。

2　前項の規定による徴収金の徴収については、第9条の規定を準用す
る。この場合において、「私邸及び有料宿舎」とあるのは、「宿舎」と
読み替えるものとする。

（宿舎の修繕費等）
第19条　略

2　災害、時の経過その他居住者の責めに帰することのできない理由によ
り、無料宿舎又は有料宿舎が損壊し、又は汚損した場合においては、そ

の修繕に要する費用は昼が負担する。

（宿舎台帳）

第20条　宿舎の入居の事務をつかさどる職にある者は、別記第7号様式
による宿舎台帳を作成して、居住者、使用料その他必要な事項を記載し

なければならない。
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別表第1（第7条関係）

＿1単身赴任者以外の公務員に貸与する歩合の住宅のノ1平方メートル当た
りの使用料の月額

高知市又は県外に所在するもの

構造

ゝ

面積

ゝ

経過

木造 非木造

些
平方

55 平方 70 平方 80 平方
100

平方

互生

平方

55 平方 70 平方 80 平方
主些

里左
メ‘一トメー ト メ一幸 メー ト メー トメー ト

ル以上 ル以上 ル以上 ル以上 ル以上 ル以上
メー メー メー メー

69 平方 79 平方 99 平方 69 平方 79 平方 99 平方
トル トル トル トル

メー ト メー ト メー ト メート メー トメート
以下 以上 以下 以上

年数 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下

4 年 旦寧
日

449 円546 円 662 ，円
些琶 墾

田．
449 円 546 円 662 円

些坦

以王 旦 旦

互生

以上 287
361 円445 円 545 円 673 322

404・円 495 円 602 円
聖些

旦＿生

以下

‾豆 ‾亘 ‾亘 旦

主9
年以

上 1
215

27．6 円357 円 云27 円 545
日

293
369 円 455 円 554 円

堅坦
‾亘 旦 臼．亘亘

以王

旦互
生払

塞垣
旦

215°円288 円‾ 343 円
439
旦

呈墾
旦

307 円 382 円 464 円
堅坦

旦±ユ

旦＿生

以下
塾
生以

109
137 円196 円 235 円

堅坦 呈主旦
旦

274 円 343 円 418 由 旦主旦

旦‾亘 旦

別表第1（第7条関係）

彊
造

壷

木造 非木造

55 平 55～云70～7 80～9 100 平 55 平 55～6 70～7 80～9 100 平
遠 方メ 9 平方 9 平方 9 平方 方メ 方メ 9 平方 9 平方 9 平方 方メ

経
過

ー ト メ、－ メー メー ー ト ー ト メー メー メー ー ト
ル未 トル トル トル ル以 ル未 トル トル トル ル以

年
壷

邁 上 満 上

互
生
未
壷

旦 旦 ＿巴 旦 凸

型

旦 凸 凸 旦 旦

墾 塾生 508 605 呈旦ｑ 窒主4 墜 605 769

旦
年
貢

上
皇旦
生
未
面

些建 星型 堅 生壁

ヽ

旦墾 星Ｚ旦 建 4旦1 旦14 堅塗

連
年
亘

上
土互
生
塞

161 207 墾 320 堂坦 233 塑 371 442 旦堕
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土蔓

生堅
以下

星巨
年以・

上2
望

旦
9テ円140 円 159 円

旦建

Ｂ

些

盟．
246 円 310 円・378 円

坐旦
旦す有

以下

30
年以

上 3
旦蔓

巴
67 円87 円 95 円

1聖
旦

．堕

＿巴

221 円 281円 ・343 円
些担
旦亘亘

以下

旦亘
年以

上・3
壁

旦
67 円87 円 95 円

主旦土
日

土堕
旦

200 円 256 円 312 円
旦堅
田

生堅

以下

4旦
年以

上4

誤

墾
田

67 円87 円 95 円
主墜
旦

裏ユ

＿巴

180 円 233 円 283 円
堅
田

坐
年以

上ｊ

聖堅

以王

旦蔓
旦

67 再87 円 95 円
1塾

＿巴

主星‡
旦

164 円 214 円 260 円
旦星皇
旦

旦9
年以

旦蔓
旦

67 円革1 巴 ′ 95 円
1塾
．盟．

裏堕
旦

140 円 186 円 ．227 円
些

旦
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邁

1巨 124 161 216 257 3云9 199 254 324 386 492
年
亘

土
塾
生
未
直

星旦
生＿
以
土

星亘
年
貢

邁

旦蔓些 也 主ヱ巨 堅ヱ 堂旦・些廷 墾Ｚ 旦墾 餐坦

星亘
年
直

上

旦旦
年
貢
直

堅 巷 105 119 160 望蔓旦塑 星蔓草 308 393

旦9
年
亘

土

蔓草

堂 堕 堕 旦 ．型 旦旦巨 主堕 呈蔓亘塾 旦堕



上

（2）高知市以外の県内に所在するもの

構造

ゝ

面積

木造 非木造

54
平方

55 平方 70 平方 80 平方
100

平方

輿

望左

55 平方 70 平方 80 平方
土壁
平方

メ一一一ト メー ト メー ト メー ト メー ト メー ト

ゝ

経過

ル以上 ル以上 ル以上 ル以上 ル以上 ル以上
メ．－ メー メー メー

69 平方 79 平方 99 平方 69 平方 79 平方 99 平方
トル トル トル トル

メー ト メ・がヰ ・メー ト メー ト メー ト メー ト
以下 以上 払王 以上

生数 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下

4 年 351
439 円 535 円 648 円

807 旦墜

巴
439 円’535 円 648 円

旦9ヱ
旦亘亘 ‾亘 巴

互生

以上 246
3 10 円 393 円 ・468 円

旦旦Ｚ

Ｂ

甚旦
凸

382 円 474 円 565 円
ヱ圭旦
旦9 年 ‾亘

以下

主旦
年以

上 1
堂ヱ
旦

228 円 295 円 352 円
450 256

324 円 408 円 486 円
619

旦 ‾亘 ‾亘
互亘

以下

埴
生以

上 1
玉垣
旦

177 円 237 円 283 円
362

日

堅旦

巴
279 円 356 円 424 円

些土

田
旦＿生

以下

些
年以

上 2
塑

旦
113 円 162 円 193 円

墨坦
旦

裏坦

旦
243 円 316 円 376 円

4ヱ旦
旦

建

以王
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生
末
画

嬰、
生‾ｒ
以
上
坐
生
未
壷＿

4ヱ 迦 堕 ＺＩ 旦墜 124 1堕 217 型 332

些
年
直

上
坐
生
末
直

皇Ｚ 旦旦 旦蔓 旦 輿 114 149 些 243 旦拉

坐
年
亘

土
堕
生
未
属

生‡ 旦9 鐘 ヱ主 型 108 土壁 195 星旦生 塑堕

旦旦
年
以

生Ｚ 旦9 堕 ヱ1 塑 ヱ旦 更埴 婁担 旦些 星堕



25
年以
上2 堕

旦
80 円 115 円 131＿円

血

盟
避担
巴

215 円 284 円 339 円 壁

．巴
亘亘

以下

型
年以
上 3 旦蔓

旦
5毘円．，一．．71 円 78 円 週

日
1墾
旦

193 円 258 円 309 円
墜
旦

票
塾
生払
上3 旦窒

旦
55 円 71 円 78 円

土壁
旦

土壁
旦

177 円 239 円 286 円 蟹
田

旦＿生
以下

生旦
年以
上4

型
旦

55 円 71 円 78 円 108 125 164 円 221 円 267 円 星型

・臼．
頂 ‾亘

4年
以下

坐
年以
上4 旦星

旦
55 円 71‾円 78 円 墜

円
主主旦

＿巴

155 円 202 円 246 円 旦墜
凸古寺

以下

些
年以 主星

旦
55 円 7．1 円 78 円 土壁

巴
堅
田

115．円 168 円 202 円 堕

．旦上
2　単身赴任者に貸与する場合の住宅の1平方メートル当たりの使用料の
月額
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上

1構造は、住宅の主体部分の構造による。
2　面積は、住宅使用料算定面積による。

3　経過年数は、毎年4月1日現在をもって決定するものとし、1年
未満の端数は、切り捨てる。

4　住宅の増築、改築等により他の住宅との均衡上経過年数を調整す

る必要が生じたときは、別に定めるところにより当該住宅の経過年
数を決定する。



構造

ゝ

木造 非木造

55 平方70 平方80 平方
主旦旦
平方

54
平方

55 平方 70平方80平方
些
平方

面積 54
平方

メー ト メー トメー ト メー トメー トメ一幸

＼ ル以上 ル以上 ル以上 ル以上 ル以上 ル以上
メー メー メー

経過
69 平方79 平方99 平方 69 平方 79平方99・平方

トル

以下

トル トル トル
メー ト メー ト メー ト メー ト メー トメー ト

以上以下 以上
年数 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下 ル以下

生皇

以王
墾
凸

414 円 5ｂ8 円 605 円
堅担

巴

型

旦
414 円 508 円 605 円

ヱ堕

旦

浩

型
282 円 557 円 426 円

543

日

276
347 円 431 円 514 円

堅

旦旦＿生

以下

旦 ‾豆

呈旦
年以

上 1
避迫
旦

207 円 268 円 320 円
409
日

233

＿巴

295 円 371 円 442 円
堕
巴

皇＿生

以下

1蔓　一
年以

上ユ

誤

堂4
日

161 円 216 円 墾1 巴
墾
白

裏坦
旦

254 円 324 日 386 円
4旦茎

旦

型
年以

上2

4＿生

以王

墾
旦

103 円 147 円 176 円
217
日

ＩＺ蔓
旦

221 円 287 円 342 円
・些

旦

嬰
年以

些
旦

73 円 105 円 拉 巴
土壁

旦

主旦旦

旦
196 円 258 円 308 円

墾
凸
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土ヱ

旦＿生

以下

30＿
生以

土ｊ
堂

1旦
50 円 65 円 71円

旦寧

日

呈些

巴
176 円 235 円 281 円

旦堕

＿巴生堅

以下

嬰

年以
堂
旦

50 円 65 円 7壬円
型

・．巴

些

旦
161 円 217 円 260 円

堕
旦

上．3

浩
49
年以
上4
誤

墾
田

50 円 65 円 71 円
98
旦

週
日

149 円 去03 円 243 円 退ユ
旦

45
生以
上4
誤

堂
旦

50 円 65 円 71 円 旦墜
円

土壁
旦

142 円 195 円 234 円 墜
旦

堕．
年以 4Ｚ

Ｂ
50 円 65 円 ′ラ1円 旦墜

巴
ヱ旦
旦

105 円 153 円 184 円 塾
巴

上
盤考⊥

1この表において、「構造」とは住宅の主体部分の構造を、「面

積」と．は住宅使用料算定面積をいう。
2　この表において「経過年数」は、毎年4月1日現在（2の表にあっ
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ては、平成26年4月1日時局）で決定するものとし、1年未満の端
数があるときは、当該端数を切り捨てる＿ものとする。ただし、住宅
の増築、改築等により他の住宅との均衡上経過年数を調整する必要
が生じたときは、知事が別に定めるところにより当該住宅の経過年

数を決定するものとするｐ＿＿

別表第2（第7条の2関係）
1高知市又は県外に所在するもの

自動車の保管場所の設置箇 自動車の保管場所の 1 平方メー トル当た

透 りの使用料の月額

屋内又は屋根のある場所に
399 円

設置する．もの

屋外又は屋根のない場所に
234 円

設置するもの

高知市以外の県内に所在するⅠもの

自動車の保管場所の設置箇 自動車の保管場所の 1平方メー トル当た
壷 りの使用料の月額

屋内又は屋根のある場所に
379 円

設置するもの

屋外又は屋根のない場所に
216 円

設置するもの

別記第1号様式（第10条関係）
置傘貸与申請書
［別紙参照］

第2号様式（第11条関係2＿＿

怒舎貸与承認書
［別紙参照］

別表第2（第7条の2関係）

自動車の保管場所の構造 1 平方メー トル当たりの使用
数

屋内又は屋根のある場所に設置するも

∵巴

翼主
旦
上記以外のもの 裏坦

別記第1号様式（第10条関係）
宿舎貸与申請書

［別紙参照］

第2号様式（第11条関係）
宿舎貸与承認書

［別紙参照］
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第3号様式（第16条関係）
自動車の保管場所使用変更届
［別紙参照］

夢4号様式（第17条関係）
宿舎明渡し届
［別紙参照］

夢5＿号様式（第17条関係）
密舎明渡し猶予申請書
［別紙参照］

第6号様式（第17条関係）

宿舎貸与継続申請書
［別紙参照］

箆7号様式（第17条関係1

怒舎明渡し猶予承認書
［別紙参照］

箆年号様式（第17粂関係）

直舎貸与継続承認書

［別紙参照］

第9号様式（第20条関係）

宿舎阜堰
［別紙参照］

第‾3号様式（第16条関係）
自動車の保管場所使用変更届
［別紙参照］

第4号様式（第17条関係）
宿舎明渡し届

［別紙参照］

第5号様式（第17条関係）
宿舎明渡し猶予申請書
［別紙参照］

夢年号様式（第‾17条関係）

宿舎明準し猶予承認書
［別紙参照］

第7号様式（第20条関係）
宿舎台帳
［別紙参照］
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（例）教職員宿舎等使用料（住宅）の算定

●　【算定式】　使用料　＝　ｄ単価．×　使用料算定面積

（10円未満切捨て）　　　　　　　　　　（1Ｉ迂未満切捨て）

（例1）一宮宿舎（世帯）の場合

（構造ＲＣ造81．77粛　Ｈ27．4．1現在の経過年数12年）

◆改正後も従来どおり居住する場合

平 成 26 年度 使用 料 ￥3 5，8 0 0－

平成 2 7 年度 使用料 ￥3 8，80 0－

平成 28 年度 使用料 ￥4 4，87 0・

（算定）

＜改正前＞　＜Ｈ26年度＞

442円　×81．子牛最＝35，802円→35，800円

＜改正後＞　＜Ｅ27年度＞

554円　×81ｊ手ポ＝44，874円→44，870円

ただし、3，000円を超えるときの引上げ額は、3，000円となるので、

35，800円＋3，000円　＝38，800円

＜改正後＞　＜Ｈ28年度＞

Ｈ27年度において、3，000円を超える額については、

平成28年4月1日に引き上げることになるので、44，8ね円

（例2）宿毛地区宿舎（単身）の場合（単身赴任者でない場合）

（構造ＲＣ造35．22Ｉが、Ｈ27．4．1現在の経過年数12年）

◆改正後も従来どおり居住する場合

平成 2 6 年 度使 用料 ￥8，15 0一

平成 2 7 年 度使 用料 ￥8，9 6 0・

（算定）

＜改正前＞　＜Ｈ26年度＞

233円　×35．豊臣ポ＝8，155円→8，150円

＜改正後＞　＜Ｈ27年度＞

256円　×35．豊臣ｄ　＝8，960円



（例3）宿毛地区宿舎（単身）の場合（単身赴任者の場合）

（構造ＲＣ造35．22Ｉ茸、Ｈ27．4．1現在の経過年数12年）

◆改正後も従来どおり居住する場合

平成 26 年度使 用料 ￥8，150－

平成 2 7 年度使 用料 ￥8，1 50－

（算定）

＜改正前＞　＜Ｅ26年度＞

233円　×35．豊臣粛＝8，155円→8，150円

＜改正後＞　＜Ｈ27年度＞

233円　×　35．豊を粛＝8，155円→8，150円

（例4）一宮宿舎に居住していたが、単身赴任者となり、宿毛地区宿舎へ転居。

留守家族は引き続き、一宮宿舎に居住となる場合。

◆宿毛地区宿舎（単身赴任）の場合

平成 2 6 年 度使 用料 －

平成 27 年 度使 用料 ￥8，15 0 －

◆一宮宿舎（留守家族）の場合

平成 2 6 年 度使 用料 ￥3 5，8 0 0 －

平成 2 7 年 度使 用料 ￥38，80 0 －

平成 2 8 年 度使 用料 ￥4 4，87 0 －



宿舎使用料（月額）一覧表

管 理 校 宿 舎 所 †王 地 宿　 舎　 名 叫通

Ｈ2 6 年度 Ｈ2 7 年 度 Ｈ2 8 年度

備　　 考
（雨） 建…昏

卑芸文
車囁
く即

使用 料 餌（Ａ）

ｌＲ）

快諾
年 恕

巨囁
くＲＩ

使用 料 餌 （β）

ｌＲ）

（8 －Ａ）

ｌＲ）

建馨
年瓢

華征
Ｃ巧Ｉ

使 用利 昭 【Ｃ）

ｌＲ〉

【Ｃ 一 日）

（円Ｉ

室 戸 高 校

室 戸 市元 甲

6 8 －8
校 長　　　　 は帯 Ｗ 77 ．75 25 1 8 5 8 ．0 8 0 2 7 1 1 5 8 ．8 5 0 7 7 0 2 8 11 5 8 ，8 5 0 0

室 戸 市領 荻

2 6 0 －4
庄 司 ケ渕 世帯 ＲＣ 68 ．98 3 1 1 76 1 1 ，9 6 0 3 2 19 3 1 3 ．1 2 0 1，1 6 0 ココ 19 3 1 3 ．1 2 0 0

室 戸市 室津

1 7 0 2－2
ス ケ ノ谷 世帯 ＲＣ 74 ．8：！ 2 3 2 8 7 2 1 ，2 3 0 24 3 1 6 2 3 ．3 8 0 2 ．1 5 0 ‡泌 2 8 4 2 1 ．0 1 0 －2 ．3 7 0 Ｈ2 8 瑳 卑 屈価適 用

ス ケ ノ 谷 世帯 ＲＣ 74 ．82 2 3 28 7 2 1 ．2 3 0 24 3 1 6 2 3 ，3 8 0 2 ．1 5 0 ；単 2 8 4 2 1 ．0 1 0 －2 ，コ7 0 Ｈ2 8 経 年 減価 適用

室戸 市 室津

1 59 7 －1
原 池 ｊ拳易 ＲＣ 29 ．9 0 2 0 17 3 5 ，0 1 0 2 1 1 90 5 ．5 1 0 5 0 0 2 2 1 9 0 5 ，5 1 0 0

夏戸 市 雲津

1 69 7 －3

ス ケ ノ 谷

単身 用
慮尋 ＲＣ 3 4 ．9 7 1 5 1ウ9 5 ．7 5 0 16 2 19 7 ，4 4 0 6 8 0 17 2 1 9 7 ．4 4 0 0

中 芸 高 校

安芸 郡 田野 町

1 2ヨ6 －1
校 長 世帯 Ｗ 7 7 ．7 7 3 2 6 5 5 ．0 0 0 ココ 7 1 5 ．4 6 0 4 6 0 34 7 1 5 ，4 6 0 0

安 芸 郡 田野 町

1 19 〕、1 1 94
粟 岡 地 世帯 ＢＣ 5 0 ．2 2 3 7 12 4 6 ．2 0 0 3 8 13 6 5 ．8 0 0 6 0 0 3ｇ 1 3 6 6 ．8 0 0 0

安 芸 郡 田野 町

1 18 9
策 岡 地 世帯 ＲＣ 6 3 ．8 8 2 2 2 2 1 1 3 ．9 2 0 2 3 2 4 3 1 5 ．3 0 0 1 ．3 8 0 24 24 3 1 5 ．3 0 0 0

安 芸郡 田 野 町

1 3 1 7 －1
宮 田 単身 ＲＣ 3 4 ．7 9 1：ｌ 2 ココ 7 ．9 2 0 14 2 5 6 8 ．7 0 0 7 8 0 ：†薙 2 1 9 7 ．4 4 0 －1 ．2 6 0 Ｈ2 8 経 年減 価 適用

安 芸 高 校
安 芸 市庄 ノ芝 町

7 －2 1
校 長 世帯 Ｗ 7 8，】6 35 6 5 5 ．0 7 0 3 ｔｉ 7 1 5 ．5 3 0 4 6 0 ヨ7 7 1 5 ．5 3 8 0

安 芸 桜 ケ 丘

高　 校

安 芸市 久世 町

8 －5
校 長 世帯 Ｗ 7 7．86 35 6 5 5 ，0 0 0 3 5 7 1 5 ，4 5 0 4 6 0 37 7 1 5 ．4 6 0 0

・安 芸 地 区

安 芸市 宝永 呵

4 〕4－6
宝 永 町 世帯 ＲＣ 75 ．84 5 16

16

3 24 2 4 ．5 2 0 1 7 3 5 6 2 7 ．0 5 0 2 ．4 3 0 18 35 6 2 7 ．0 5 0 0

宝 永 町 単身 ＲＣ 35 ．86 1 9 9 6 ．9 6 0 1 7 2 1 9 7 ．6 6 0 7 0 0 18 2 19 7 ，5 6 0 0

安芸 市 井の□ 甲

1 1 ：31 －2 4
溝 近 岡 世帯 Ｗ 7 4 ．8 4 2 8 10 5 7 ．7 7 0 2 9 1 1 5 8 ．5 1 0 7 4 0 ：誠 7 1 5 ．2 5 0 －3 ．2 6 0 Ｈ2 8 皐呈年減 価 適用

安芸 市千 歳 町

1－10
≠ 歳 町 塵身 ｎＣ 2 9 ．9 0 1 8 19 ｇ 5 ．7 7 0 1 ！） 2 1 9 5 ．3 5 0 5 8 0 1泳 19 0 5 ．5 1 0 －8 4 0 Ｈ2 8 経 年減 価 適用

南 国 山 田

地　　 区

南 国 市西 山

4 8 4 －7
杉 本 丸 世帯 ＲＣ 5 1 ．0 8 3 3 17 6 1 0 ，7 3 0 34 1 9 3 1 1 ．7 7 0 1 ′0 4 0 猿 17 7 1 0 ．7 9 0 －9 8 0 Ｈ2 8 経 年減 随適 用

杉 本 丸 世帯 ＲＣ 、6 〕．6 5 3 2 17 6 1 1 ．0 8 0 33 1 ！Ｄ 1 2 ．1 5 0 1 ．0 7 0 3 4 19 〕 1 2 ，1 5 0 0

杉 本 丸 世帯 ＲＣ 6 2 ．8 ∃ 3 0 17 6 1 0 ．9 1 0 3 1 1 9 3 1 1 ．9 6 1】 1 ．0 5 0 3 2 19 3 1 1 ，9 5 0 0

香 美 市土 イ左山 田町旭 町

3 －2 －2 8 ‾
旭 町 世帯 ＲＣ 5 3 ．2 ｇ 2 7 19 6 1 2 ．3 4 0 28 2 1 5 1 3 ．5 4 0 1 ．2 0 0 29 2 1 5 1 3 ．5 4 0 0

旭 町 世帯 ＲＣ 6 4 ．1 0 2 5 19 5 1 2 ．5 4 0 26 2 1 5 1 3 ．7 5 0 1 ．2 2 0 2 7 2 1 5 1 3 ．7 6 0 0

南 国 山 田

地　　 区

南 国 市領 石

2 7 1 －5
深 サ ⊃ 世帯 ＲＣ 7 0 ．7 4 2 2

22

2 8 7 2 0 ，0 9 0 23 3 1 6 2 2 ．1 2 0 2 ．0 ∃0 2 4 3 1 5 2 2 ．1 2 0 0

深 サ コ 世帯 ＲＣ 7 0 ．7 4 2 8 7 2 0 ．0 9 0 23 3 1 6 2 2 ，1 2 0 2 ．0 3 0 2 4 3 1 6 2 2 ．1 2 0 0

両 国市 篠 原

1 4 3 5－1
頓 原 世帯 ＲＣ 74 ，9 47 5 14 37 1 2 7 ．4 5 0 華 † 3 56 2 5 ，3 4 0 －1．，1 1 0 16 35 6 2 6 ．3 4 0 0 Ｈ2 7 経 年減 価適 用

嶺 北 高 校

長 岡都 本 山町 本 山

3 7 5－4
校 長 世帯 Ｗ 7 7 ．7 7 27 10 5 8 ．0 8 0 28 1 1 5 8 ．8 5 0 7 7 0 2 9 11 5 3 ，8 5 0 0

長 岡都本 山町 本 山

8 7 0－5
新 堂 世帯 Ｗ 7 2．0 4 25 1 0 5 7 ．5 由

26 1 1 5 8 ．2 8 0 7 2 0 2 7 11 5 8 ，2 8 0 0

長 岡郁本 山町 本山

34 0－4
裏 の 門 1軋身 Ｗ 2 9．8 1 21 82 2 ．3 7 0 2 2 9 0 2 ．5 1 0 2 4 0 2 3 9 0 2 ．6 1 0 0

長岡 郡本 山 町 寺家

4 1 5
寺 家 世帯 ＲＣ 5 コ．5 ！ｉ 25 1 9 5 1 2 ，3 4 0 2 7 2 15 1 3 ．5 4 0 1 ．2 0 0 2 8 2 1 5 1 ：事，5 4 0 0

長岡 郡本 山 町本 山

79 4 －5
永 田 き鼻 ＲＣ 3 4．9 9 5 16 1 9 9 5 ．7 6 0 17 2 19 ． 7 ′4 4 0 6 8 0 1 8 2 1 9 7 ．4 4 0 0

高 知 北 高 校
高知 市石 立 町 ∵

11 －4
西 大 久 戻 世率 ＲＣ 7 2 ．27 33 2 3 三ｌ ・＼・1 6 ．9 2 0 3 4 28 1 1 9 ，9 立0 ・・3 ，0 0 0 ここ・一、、、ン

2 5 6 1 8 ．4 3 0 斗 4 如 卜昭了揺動 8度適用 （上隠3．00 とＩ由
Ｈ28 埼年期甲専用　 …・1

高 吾 北 地 区

土 佐 市高 岡 町 甲

9 5 8 －1
高 岡 世帯 ＲＣ 7 9 ．2 0 15 3 24 2 5 ．5 9 0 1 7 3 5 6

3 5 6

2 8 ．1 2 0 2 ．5 3 0 18

18

3 5 6

3 5 6

2 8 ．1 2 0 0

高 岡　 ． 世帯 ＲＣ 7 9 ．2 0 16 3 24 2 5 ．5 9 0 1 7 2 8 ．1 2 0 2 ′5 3 0 2 8 ．1 2 0 0

高 知 市春 野 町弘 岡 下

3 1 由 一＿
埠 寺 世帯 ＲＣ ．7 奮．4 0 15 う2 4 ．2 4 ．3 0 0 1 5 3 8 2 2 7 ′3 0 0 コ．Ｏｄｏ 17 3 8 2 2 8 ．5 5 0 1 ′3 由 Ｈ2叩 軋 虚適用 （上田 ・00 Ｃ潤 ）

高 知 海 洋 高 校

土佐 市宇 佐 町椙 島

1 5 －1
校 長 公 舎 世帯 Ｗ 7 8 ．6 6 15 2 16 1 5 ．8 4 0 1 7 2 3 7 1 8 ．4 8 0 1 ，6 4 0 18 2 ：17 1 8 ．4 8 0 0

土佐 市 宇 佐 町福 島

1 6 －1
西 原 地 世帯 Ｗ 7 4 ．ヨ4 16 2 16 1 5 ．9 8 0 1 7 2 3 7 1 7 ，5 3 0 1 ．5 5 0 18 2 コ7 1 7 ．5 3 0 0

土佐 市 宇 佐町 宇佐

4 0 3 －1 7．18
夜 明 世帯 ＲＣ 6 2 ．8 7 3 0 17 6 1 0 ．9 1 0 3 1 19 3 1 1 ．9 6 0 1 ．0 5 0 32 1 9 3 1 1 ．9 5 0 0

佐 川 高 校

高 岡郁 佐 川町 乙

1 9 52
玉 割 世帯 Ｗ 6 9 ．4 8 4 7 5 0 3 ．4 5 0 4 8 5 5 3 ．7 9 0 3 4 0 49 55 3 ．7 9 0 0

高 岡郡 佐 川町 甲

1 0 77 －5
榎 木 田 世帯 ＲＣ 7 8 ．1 ；！ 2 6 25 8 2 0 ．1 2 0 2 7 2 8 4 2 2 ．1 5 0 2 ．0 3 0 2 8 2 8 4 2 2 ．1 5 0 0

須 崎 工 業 高 校
須崎 市 多 ノ郷 甲

1 1 39 －15 0
校 長 世帯 Ｗ 7 7 ．7 7 3 4 6 5 5 ．0 0 0 7 1 5 ．4 5 0 4 6 0 〕6 7 1 5 ，4 6 0 0 Ｈ2 7 経 年減 価運 用

須 崎 地 区

須崎 市 多ノ郷 甲

1 1 39 －15 0
牛 ケ 谷 世帯 ｎＣ 6 8 ．9 5 3 3 17 6

17 5

1 1 ．9 5 0 3 4

藩 嘉

19 3 1 3 ，1 2 0 1 ．1 6 0 ；藤 1 7 7 1 2 ．0 3 0 －1 ．0 9 0 Ｈ2 8 経 年減 価適 用

牛 ケ 谷 世帯 ＲＣ 6 8 ．9 5 3 4 1 1 ．9 5 0 17 7 ・＿1 2 ．0 3 0 7 0 ヨ6 1 7 7 1 2 ．0 3 0 0 Ｈ2 7 希里葎減 価通 用

須 崎 市 妙見 町

1 1 －34
妙 見 町 世帯 ＲＣ 5 8 ．5 4 3 0 17 6 1 1 ．9 6 0 3 1 19 3 1 ：Ｉ．1 2 0 1 ．1 6 0 32 1 9 3 1 3 ．1 2 0 　 0

梼 原 高 校

高岡 即 描原 町 大蔵 谷

1 0 89 －1

大 蔵 谷 ‘

単 身用
孝身 Ｗ 3 0 ．5 4 1 9 12 4 3 ．7 2 0 ｇＤ 2 ．7 0 0 －1 ′0 甲 2 1 90 2 ．7 0 0 0 Ｈ2 7 曙 年減 価適 用

高岡 郡 梼原 町 横原

1 2 57
梼 原 世帯 ＲＣ 6 5 ．4 4 2 2 22 1 1 4 ．3 5 0 2 3 2 4 3 1 5 ．7 9 0 1 ．4 3 0 24 2 4 3 1 5 ．7 9 0 0

梼 原 世帯 ・Ｗ 5 9 ．6 2 2 1 10 3 6 ．0 7 0 2 2 11 3 5 ．5 5 0 5 9 0 23 11 3 5 ．5 5 0 0

高岡 郡 梼原 町楢 原

1 2 52
校 長 世帯 Ｗ 7 7 ．9 6 2 1 14 7 1 1 ，3 1 0 2 2 16 2 1 2 ．4 7 0 1 ．1 6 0 23 16 2 1 2 ．4 7 0 0

〔1／3〕



宿舎使用料（月額）一覧表

管 理 桟 宿 舎 所 在 地 宿　 舎　 も 哨迩 瓦‡最
Ｈ2 6 年 度 Ｈ2 7 年 度 Ｈ2 8 年度

備　　 考（ｄ） 建禁
等影

鏑価
川の

使用 料額 （Ａ）

（円）

建築
隼が

鐘囁
（即

使 用 料Ⅵ （Ｂ）

糟Ｊ）

（ロ ーＡ）

網 ）

埋草
年男

寧旺
（8 1

使用 料研 （Ｃ）

〃り〉

（Ｃ 一 日）

（円Ｊ

高 幡 地 区 高 岡郡 四万 十 町北 琴平 町

9 －2 2

北 琴 平 町

単身 用
董身 ＲＣ 3 5．00 14 2 ：33 8 ．1 5 0 2 19 7 ，5 6 0 －4 9 0 16 2 1 9 7 ．5 6 0 0 Ｈ2 7 経年 減 価通 用

窪 川 高 校

高岡 創 四万 十呵 北琴 平 町

9 －26 －2
ハ 穴 世帯 Ｗ 4 6 ．26 4 0 4 7 2 ．1 6 0 4 1 5 2 2 ．3 9 0 2 〕0 42 5 2 2 ．3 9 0 0

高 岡 郡 四万 十町 香月 ケ丘

3 －4 7
畜 月 ケ 丘 世帯 ＲＣ 70 ，7 4 2 6 25 8 1 8 ．0 6 0 27 28 4 1 9 ．8 8 0 1 ，8 2 0 28 2 84 1 9 ．8 8 0 0

高 岡 郡四 万十 町 北琴 平 町

8 9 5 －1

北 琴 平 町

単 身用
塵卑 ＲＣ 3 4 ．8 0 2 0 17 3 古．8 8 0 2 1 19 0 5 ．4 6 0 5 8 0 22 1 90 6 ．4 ｔｉＯ 0

高 岡即 四万 十町 琴平 町

1 0 －1 5
校 長 世帯 Ｗ 7 8 ．6 6 2 0 14 7 1 1 ．4 6 0 2 1 16 2 1 2 ．6 3 0 1 ．1 7 0 22 16 2 1 2 ．6 3 0 0

四 万 十 高 校

高 岡都 四万 十 町大 正

3 5 5 －5
校 長 ロ帯 Ｗ 7 7 ．9 6 23 14 7 1 1 ．3 1 0 2 4 16 2 1 2 ．4 7 0 1 ．1 6 0 25 1 15 8 ′8 5 0 ー3 ．6 2 0 Ｈ2 8 紐年 減価 通 用

高 岡郡 四万 十 町大 正

5 4 ト 1
亀 ノ 森 世帯 ＢＣ 5 7 ．0 7 36 1 6 1 9 ．1 7 0 〕7 17 7 1 0 ．0 8 0 9 1 0 38 17 7 1 0 ．0 8 0 0

高岡 邸 四万 十 町大 正

5 4 1－1
平 谷 ｕ帯 8Ｃ 5 6．0 1 35 1 6 1 9 ．0 1 0 37 1 7 7 9 ．9 1 0 9 0 0 3 8 1 77 9 ．9 1 0 0

平 谷 望毒 8Ｃ 3 0．9 0 ヨ5 1 2 4 3 ．7 2 0 3 7

37

1 3 6 4 ．0 8 0 3 6 0 38

38

1三16

17 7

4 ．0 8 0 0

平 谷 世帯 ＢＣ 64 ．1 0 35 1 6 1 1 0 ．3 0 0 1 7 7 1 1 ．3 2 0 1 ，0 2 0 1 1 ．3 2 0 0

高勒 郡四 万 十町 大 正

22 5 －7
九 日 田 巨需 ＲＣ 59 ．75 3 4 1 76 1 0 ，3 8 0 1 7 7 1 0 ，4 4 0 5 0 コ5 1 7 7 1 0 ．4 4 0 0 Ｈ2 7 緒 年減 防 通用

高 岡郡 四 万 十町 大正

18 2 －4
門 田 世帯 ＲＣ 5 9．58 34 1 7 6 1 0 ．3 8 0 ＩｊＳ‡ 1 7 7 1 0 ．4 4 0 6 0 3 5 17 7 1 0 ．4 4 0 0 Ｈ2 7 時 毎減 価 適用

高 岡郡 四 万十 町大 正

6 6 8 －6
樅 ノ 木 世糖 ＲＣ 63 ．0 8 2 0 22 1 1 3 ．9 2 0 21 24 3 1 5 ．3 0 0 1 ．3 8 0 2 2 2 4 3 1 5 ．3 0 0 0

中 村 高 校 四 万十 市 中村 桜 町

2 －3
校 長 世帯 Ｗ 8 0 ．5 8 4 5 7 1 5 ．5 8 0 4 7 7 8 5 ．2 4 0 5 6 Ｄ 4 8 78 5 ，2 4 0 0

中 村 地 区

四 万十 市 中村 丸の内

1 7 07 －2

丸 の 内

単 身用
慮皐 ＲＣ 2 9 ．9 5 1 9 19 9 5 ．7 7 0 ！漣 1 90 5 ．5 1 0 －2 6 0 2 1 1 9 0 5 ．5 1 0 0 Ｈ2 7 経 年減 価 適用

四万 十 市中 村丸 の内

1 7 07 －2
丸 の 内 世帯 ＲＣ 6 9 ．0 4 1 8 2 5 4 1 7 ，5 2 0 19 27 9 ． 1 9 ．2 5 0 1 ，7 3 0 ：淫璧 2 4 3 1 6 ．7 5 0 －2 ．4 9 0 Ｈ2 8 纏 等減 価 適用

四万 十 市古 津 賀

3 13 6 －3
中 沢 ロ 世帯 ＡＣ 5 2 ．5 5 3 9 1 2 4 5 ．4 4 0 12 5 5 ．5 0 0 6 0 4 1

4 1

1 2 5 5 ，5 0 0 0 Ｈ2 7 経 年減 価 適用

中 沢 ロ 世帯 ＲＣ 4 5 ．7 6 39 12 4 5 ．5 8 0 1ｉｓ 5 ．6 2 0 4 0 1 2 5 5 ．5 2 0 0 Ｈ2 7 経 年減 価 適用

中 沢 ロ 世帯 ＲＣ 4 9 ．1 4 39 1 2 4 6 ，0 7 0 尋厳 12 5 5 ．1 2 0 5 0 ′4 1 1 2 5 5 ．1 2 0 0 Ｈ2 7 時 年減 価適 用

四万 十市 古 津賀

3 1 3 6 －4
校 長 世帯 Ｗ 7 2 ．2 8 39 6 5 4 ．5 8 0

束
7 1 5 ，1 1 0 4 3 0 4 1 71 5 ，1 1 0 0 Ｈ2 7 時 年減 価 適用

四 万 十市 古津 賀

3 13 6 －5
中 沢 ロ 世帯 ＢＣ 5 5．2 0 35 1 6 1 8 ．8 5 0 3 6 17 7 9 ．7 3 0 8 8 0 37 1 7 7 9 ，7 3 0 0

甲 万十 市 中村 丸 の内

1 7 3 6 －1
ウ ミプロダ バ 世帯 ＲＣ ‘74 ．6 6 12 3 7 1 2 7 ．4 5 0 1 ヨ 4 0 8

25 ｔｉ

3 0 ．1 9 0 2 ．7 4 0 14 4 Ｃｌ8 3 0 ．1 9 0 0

ウシ ロダ バ 豊尋 ＲＣ 3 5．0 0 12 2 3 3 8 ．1 5 0 1 3 8 ．9 5 0 8 1 0 14 2 5 5 8 ．9 5 0 0

幡 多 農 業 高 校

四 万十 市大 用

7 5
犬 用 世帯 Ｗ 5 9．9 1 4 0 ＳＯ 2 ，9 5 0 4 1 5 5 3 ．2 4 0 2 9 0 42 5 5 3 ．2 4 0 0

四万 十 市右 山 五月 町

9 －〕・1 、9 一14 －5
右 山 世帯 ＲＣ 7 コ．00 2 5 2 5 8 1 8 ．8 3 0 2 7 2 8 4 2 0 ，7 3 0 1 ，9 0 0 28 2 84 2 0 ．7 3 0 0

四万 十 市古 津 賀

3 1 ヨ5 －4
校 長 世帯 Ｗ 7 2．28 39 6 5 4 ．引 10 ：継 7 1 5 ，1 1 0 4 3 8 4 1 7 1 5 ．1 1 0 0 Ｈ2 7 填 年減 価 適用

中 村 高 校

西 土 佐 分 校

四万 十 市西 土佐 津 野川

2 7 6－1
鳥 坂 本 望身 ＲＣ 3 4 ．6 1 16 1 9 9 5 ．7 6 0 17 2 1 9 7 ．4 4 0 6 8 0 18 2 1ｇ 7 ，4 4 0 0

四万 十 市西 土佐 用 ＃

4 ！16 －1
用 井 世帯 ＲＣ 7 2 ．7 2 2 7 2 58 1 8 ．5 7 0 28 2 8 4 2 0 ．4 4 0 1 ．8 7 0 29 2 8・4 2 0 ．4 4 0 0

宿 毛 地 区

宿 毛 布 山奈 町山 田

15 7 8 －1 ・
丁 場 ノ 南 世帯 ＲＣ 7 5 ．7 ｇ 1 5 3 24 2 4 ．3 0 0 16 3 5 6 2 6 ．7 0 0 2 ．4 0 0 17 3 5 6 2 6 ．7 0 0 0

宿 毛 市与 市 明

6 －1之－3 、6 －1 2－6
宿 毛 地 区 塑考 ＲＣ 3 5 ．2 2 1 1 2 33 8 ．1 5 0 12 2 5 5 8 ．9 5 0 8 1 0 13 2 56 8 ．9 6 0 0

宿 毛 高 校

宿 毛 市与 市 明

5 －4 5
校 長 瞥帯 Ｗ 7 7 ．9 5 24 工4 7 1 1 ．3 1 0 圭穫 ユ1 5 8 ．8 5 0 －2 ，4 5 0 25 1 15 8 ．3 5 0 0 Ｈ2 7 経年 減価 過 用

宿 毛市 与 市 明

6 －1 －9
与 市 明 世裔 ＲＣ 6 2 ．9 1 2 9 19 6 1 2 ．1 5 0 ；！譲黙 1 9 3 1 1 ，9 6 0 －1 9 0 〕1 1 93 1 1 ．9 5 0 0 Ｈ2 7 咤年 矧 価適 用

宿毛 市 与 市明

6 －1 ｑ－2、6 －1 2－10
与 市 明 頭身 Ｗ 2 9 ．9 8 20 8 2 2 ．3 7 0 21 9 0 2 ，5 1 0 2 4 0 22 9 0 2 ．6 1 0 0

宿 毛 工 業 高 校

宿 毛市 平 田町 戸 内

2 1 2 3
校 長 ロ誇 1〝 7 7 ．7 7 25 1 8 5 8 ．0 8 0 26 1 1 5 8 ．8 5 0 7 7 0 27 1 15 8 ．8 5 0 0

宿毛 布 山奈 町 山 田

1 6 3 6
小 駄 揚 ロ帯 ＲＣ 5 3 ．0 8 22 2 2 1 1 3 ．9 2 0 2ヨ 24 3 1 5 ．3 0 0 1 ．3 8 0 24 24 3 1 5 ．3 0 0 0

宿 毛 市 山京 町 山 田

1 6 4 6－3
小 駄 腸 世帯 ＲＣ 6 8 ．5 8 22 2 2 1 1 5 ．0 2 0 2ヨ 24 3 1 6 ．5 2 0 1 ．5 0 0 24 24 3 1 6 ．5 2 0 0

宿毛 布 山奈 町 山 田

1 64 1
小 射 場 世帯 ＲＣ 6 7 ．3 4 2 1 2 2 1 1 4 ′8 0 0 22 24 3 1 6 ′2 8 0 1 ′4 8 0 23 2 4 3 ・ 1 6 ，2 8 0 0

宿 毛 高 校
宿毛 市小 筑 紫 町伊 与野

2 34 2 －1 1
古 越 世帯 ＲＣ 6 8 ．9 5 ココ 1 7 6 1 1 ．9 5 0 34 19 3 1 3 ．1 2 0 1 ，1 6 0 軽 1 77 1 2 ．0 3 0 －1 ．0 9 0 Ｈ2 8 経年 減 価 適用

清 水 高 校

土 億 渦水 市 汐見 町

1 8－1ヨ
汐 見 町 ｔ2帝 ＲＣ 74 ．83 16 ∋2 4 2 3 ．9 7 0 17 35 6 2 6 ，3 4 0 2 ．ヨ7 0 18

18

3 56 、 2 6 ′3 4 0 0

汐 貝 町 道尋 ＲＣ 34 ．ウ6 15 1 9 9 5 ，7 5 0 17 2 1 9 7 ．4 4 0 6 8 0 2 19 7 ．4 4 0 0

土 佐 消水 市 汐見 町

20 －14 、1 5 ．18 －11
汐 見 町 良裔 ｂＣ 5 コ．6 8 35 1 6 1 1 0 ．1 4 0 37 1 7 7 1 1 ．1 5 0 1 ′0 1 0 38 1 77 1 1 ．1 5 0 0

土 佐 清水 市汐 見 町

18 －14 、1 5
汐 見 町 世帯 ＲＣ 57 ．80 ∃4 1 7 6 1 0 ．0 3 0 ；護 17 7 1 0 ．0 8 0 5 0 35 1 77 1 0 ．0 8 0 0 Ｈ2 7 経年 減 価運 用

土 債清 水 市 汐見 町

16 －16 、1 6 －1 7
汐 見 町 世帯 ＲＣ 6 コ．6 5 32 1 7 6 1 1 ．0 8 0 ココ 1 9 3 1 2 ．1 5 0 1 ．0 7 0 34 1 9 3 1 2 ，1 5 0 0

土 佐 清水 市浜 町

5 －12
浜 町 世帯 ＲＣ 67 ．34 2：Ｉ 2 2 1 1 4 ．8 0 0 24 24 3 1 6 ．2 8 0 1 ′4 8 0 ［簸 2 15 1 4 ．4 0 0 －1 ，8 8 0 Ｈ2 8 経 年減 価 適用

追 手 前 高 校

吾 北 分 校

吾 川即 いの町上 八 川下 分

3 0 3 2 －コ
程 野 世帯 Ｗ 4：Ｉ．ＯＤ 4 4 4 7 2 ．0 2 0 幸 5 2 2 ．2 3 0 2 1 0 4 5 5 2 2 ′2 3 0 0 Ｈ2 7 楼 年減 価 適用

吾 川郁 いの町上 八 川下 分

3 0 3 1
‡呈野 くＩ又脹） ｑ袴 Ｗ 55 ．0 1 43 50 2 ．8 0 0 44 5 5 3 ，0 8 0 2 8 0 瀬 ｊ 5 5 3 ．0 8 0 0 Ｈ2 8 経 年減 価 適用

伊 野 商 業 高 校
吾 川郡 いの町駅 東 町

3 1 －2
校 長 世帯 Ｗ 65 ｉ7 8 4 ！Ｉ 50 3 ．2 5 0 ｉ演 1 ＳＳ 3 ．5 7 0 3 2 0 51 5 5 3 ．5 7 0 0 Ｈ2 7 経 年減 価 適用　 ′

〔2／3〕



宿舎使用料（月額）一葉表

壷 建 校 ・ 肩 書 所 在 地 宿　 舎　 名 ｌｌ古 置活
（ｄ）

Ｈ2 6 年 度 Ｈ2 7 年度 Ｈ2 8 年度

備　　 考
娃繁
年数

単価
こ円Ｊ

使 用 料餉 （Ａ）

＝ヨ）

1主塔
年劃

曇憧
（ＲＩ

使 用 料餌 【8 ）

ｌＲ〉

（Ｂ －Ａ ）

（円〉

建婆
琴詔

挙旺
ＣＲｌ

使用 料 額 （Ｃ）

的）

（Ｃ－ 8 ）

ｌＲ）

大 方 高 校

帽 多郡 黒潮 町入 野

5 5 0 7
校 長 世帯 Ｗ 7 9．37 1！Ｉ 2 1 6 1 7 ．0 5 0 ；ヰ 1 52 1 2 ．7 9 0 －4 ′2 7 0 21 15 2 1 2 ．7 9 0 0 Ｈ2 7 紹 年減 価 適用

幡 多郡 黒潮 町 入 野

5 2 7 8 －2
井 ノ 谷 山 世帯 Ｗ 5 9．94 4 0 5 0 2 ．9 5 0 4 1 5 5 3 ，2 4 0 2 9 0 42 55 3 ．2 4 0 0

井 ノ 谷 山 世帯 Ｗ 4 9 ．2 コ 4 0 4 7 2 ．3 ＰＯ 4 1 5 2 2 ．5 4 0 2 4 0 4 2 52 2 ，5 4 0 0

幅多 郡黒 潮 町 入野

5 2 75 －5
丼 ノ 谷 山 世帯 Ｗ 4 5 ．9 ｇ コ7 4 7 2 ，1 1 0 3 8 5 2 2 ．3 4 0 ・　 2 コ0 3 9 52 2 ．3 4 0 0

幡多 郡黒 潮 町入 野

1 日〔】7 －2 ‘
弓 環 世帯 丘Ｃ 6 〕．7 【】 2 8 19 6 1 2 ．3 4 0 2 9 2 1 ！ｌ 1 3 ．5 4 0 1 ．2 0 0 華 1 9 3 1 2 ．1 5 0 －1 ．3 9 0 Ｈ2 8 奉呈疎減 価 適用

若 草 賢 護 学 校
高知 軍書 が 町弘 岡 下　 －

16 9 8 －2
コ ウ ノ ．ス 世．帯 ＡＣ 6 3 ．∃7 3 0 17 6 1 1 ．0 8 0 3 1 2 2 1 1 ：3，9 2 0 2 ．8 4 0 3 2 2 2 1 1 3 ．9 2 0 0

幡　 多

青 少 年 の 家

幡 多 郡黒 潮 町浮 鞭

2 1【）0 －1
所 長 世帯 Ｗ 7 7 7 34 65 5 ．0 0 0 ！撫 7 1 5 ．4 6 0 4 6 0 〕6 71 5 ．4 6 0 0 Ｈ2 7 経 年減 価適 用

カ ロ ヲ ト ｕ帯 ＲＣ 6 2 ．8 8 34 1 7 6 1 0 ．9 1 0 1 7 7 1 0 ，9 7 0 6 0 3 6 1 7 7 1 0 ．9 7 0 0 Ｈ2 7 桧 年減 価 適用

高 知 地 区

高 知市 朝 倉 甲 ・－

5 3 2－22　 ‾
沖 由　 Ａ 世帯 ＲＣ 6 4．‾叩 24 2 2 1 Ｉ4 ．1 4 0 24 6 1 5 ．7 4 0 1 ．6 0 ｂ 25

25

24 6

24 6

1 5 ．7 4 0 0 Ｈ2 7 経年 減 価迩 用

高知 市 朝 倉甲 ＿

5 3 2－10
沖 田　 Ｃ． 世帯 ＲＣ ．6 4．6 0 24 2 2 1 ニ＿＿…1 4 1 中 ｉｉ蒙転 申 年 1 号′7 4 0 ．1 ．6 0 0 1 5 ．7 4 0 ． Ｐ Ｈ2 7 感隼 －顛 申

高知 市 朝倉 甲　 ・ 沖 由　 Ｂ
学舎 ＲＣ 叩 ・85 2 4 1 カ ： 5 1 9 0 ：1 彿 5 ．8 2 0 6 3 0 26 1 94 5 ．8 2 0 ＼‾ｐ Ｈ2 7 線 由 細 噛

5 ：32－22 ．．

育知 市 弱者 甲 ・ ．

由 2．－ｉｏ
沖 田　 Ｄ ： 鏑尋 ＲＣ コ0．85 21 17 3 ・ ！こ5 1 9 0 ｊ…裸 1申 ．・ 5 ．8 2 0 こ ‾6 3 0

25 1 94 5 ．8 2 0 1 ＿．0 り2 7 経年 輝 価適

高郷 欄 浜 新 町 ．．・・

1丁 目 6 0 1±2 ‾ニーこ
鱒 草 世帯 ＦＣ ． 61 08 ：24 22 1 ここ＿．．1 3 甲 0 老害塗 24 5 ．‾一一1 5 ′4 9 0 1 ．皇7 0 26 24 5 1 5 ．4 9 0 ：：・・1 0 Ｈ2 7 減 価適 用 ニー一一・．

高知 市前 野 北町 ．．－．＿こ：

之丁 目 1ト 1 7 ．
前 野 ．＿ 世帯 ＲＣ 8 8 3 9 ：15 1 ．ニ9 ′3 3 0 － 18 由．－ 1 0 ．4 4 0 1 ．1 1 0 41 1叩 1 0 ，4 彿 0 申 †舘 墾

高知 市西 塀 の原　 ＿こ

4 3 こ＿1
塚 ノ原 ‾－・‾こ‾ 甲鱒 良．亡こ 8 こ6 7 2 7 ｉ9 6 ・．．1 3 ノ3 2 0 ‾泰 由 るこ 1 6 ．3 2 0 ・3 ．0 0 0 2ｇ 2 4 6 1 5 ，7 2 0 重 り Ｈ27 堰’ 料痔 0 軸 ニ

富 加 市十 津 ∴　 ご

2 丁 目1 0 こ1 2 1‾こ．
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自動車保管場所・使用料（月額）一覧表

管 理 校 所 在　 地 宿 舎 名
世

単

面 積

（山）
構 造

旧 単

価

（円）

新 単

価

（円 ）

Ｈ 2 5 年 度

使 用 料 （Ａ）

（円）

Ｈ 2 7 年 度

使 用 料 （8 ）

（円 ）

差 し 引 き

（8 －Ａ ）

（円）

室 戸 高 校

室 戸 市 元 甲 6 8－8 校 長 世 1 2 ．5 屋 根 3 3 1 3 7 9 4 ．1 3 0 4 ′7 3 0 6 0 0

室 戸 市 領 家 26 0 －4 庄 司 ケ 渕 世 1 2 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．3 1 0 2 ′5 9 0 2 8 0

室 戸 市 室 津 17 0 2 －2

ス ケ ノ 谷 世 10 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，0 2 0 2 ，2 6 0 2 4 0

ス ケ ノ合 世 10 ．0 1 9 3 2 1 6 1 ，9 3 0 2 ．1 5 0 2 ？0

室 戸 市 室 津 1 6 9 7 －1 原 池 単 12 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

室戸 市 室津 1 6 9 7 －〕 ス ケ ノ 谷 単 身 用 畢 12 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

中 芸 高 校

安 芸 却 田野 町 1 2 3 5 －1 校 長 世 1 1 ．5 か甘 －ト 3 3 1 3 7 9 3 ′3 0 0 4 ．3 5 0 5 5 0

安 芸 郡 田野 町 1 1 9 3 ．1 1 9 4 棄 岡 地 世 1 1 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．2 1 0 2 ，4 3 0 2 7 0

安 芸 都 田 野 町 1 1 8 9 棄 岡 地 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

安 芸 郡 田 野 町 13 1 7－1 宮 田 料 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

安 芸 高 校

安 芸 市 庄 之 芝 町 7 －2 1 校 長 世 1 0 ．7 カーホ．一ト 3 3 1 3 7 9 3 ．5 4 0 4 ，0 5 0 ノ　 5 1 0

安 芸 市 井 ノロ 甲 1 1 〕1－24 安 芸 地 区 活 近 岡 世 1 1 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．1 2 0 2 ．3 7 0 2 5 0

安 芸 市 千 歳 町 ト 1 0 安 芸 地 区 千 歳 町 単 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ′4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

安 芸 桜 ケ 丘

高　 校

安 芸 市 久 世 町 8 －5 校 長 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ′7 0 0 2 9 0

安 芸 市 宝 永 町 43 4 －6

安 芸 地 区 宝 永 町 世 9 ．0 1 9 3 2 1 6 1 ，7 3 0 1 ，9 4 0 2 1 0

安 芸 地 区 宝 永 町 世 12 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ，3 1 0 2 ，5 9 0 2 8 0

安 芸 地 区 ノ宝 永 町 世 10 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，0 2 0 2 ，2 6 0 2 4 0

安 芸 地 区 宝 永 町 世 9 ．6 1 9 3 2 1 6 1 ，8 5 0 2 ，0 7 0 2 2 0

安 芸 地 区 宝 永 町 世華 8 ．4 1 9 3 2 1 6 1 ．6 2 0 1 ，8 1 0 1 9 0

山 田 高 校 香 美 市 土 佐 山 田町 旭 町 3 －2－2 8 旭 町 世 1 2 ．5
1 9 5

2 1 6 2 ′4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 9

嶺 北 高 校

長 岡 郡 本 山 町 本 山 〕75 －4 校 長 世 1 2 ．5 屋 根 3 3 1 3 7 9 4 ，1 3 0 4 ．7 3 0 ・6 0 0

長 同郡 本 山 町 本 山 8 7 0 －6 新 堂 世 1 2 ．5 1 9 3 ． 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

長 岡郡 本 山 町 本 山 34 0 －4 裏 の 門 単 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 1．7 0 0 2 9 0

長 岡郡 本 山 町本 山 79 4 －5 永 田 単 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

長 岡 鄭 本 山 町 寺 家4 1 5 寺 家 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ′7 0 0 2 9 0

高 知 農 業 高 校
南 国 市 領 石 27 1 －5 南 国 山 田 地 区 深 サ コ 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

南 国 市 西 山4 8 4 －7 南 国 山 田 地 区 杉 本 丸 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 　 2 9 0

高 知 棄 工 業 高 校 南 国 市 篠 原 14 〕5－1 南 国 山 田 地 区 篠 原 世 1 2 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．3 1 0 　 2 ，5 9 0 2 8 0

高 知 北 高 校 ・ 高 知 市 石 立 町 11 ，4 ・ 四 大 久 昧 ・∴ 擢 1 2 ・享 1 9 3 ‾ 2 3 4 2 ′4 1 0 ・2 ，9 2 ｄ ここ∴．．－ＳｌＯ

ｒ高 岡 高 校 土佐 市 高 岡 町 甲 9 5 8－1 高 吾 北 地 区 高 岡 世 1 1 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．2 1 0 2 ．4 8 0 2 7 0

高 知 海 洋 高 校

土佐 市 宇 佐 町 福 島 1 6 －1 校 長 公 舎 世 1 2 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．3 1 0 2 ，5 9 0 2 8 0

土佐 市 宇 佐 町 福 島 1 6 －1 西 原 地 世 1 2 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．3 1 0 2 ．5 9 0 2 8 0

土 佐 市 宇 佐 町 宇 佐 4 0 3－1 7 夜 明 世 1 1 ．2 1 9 3 2 1 6 2 ．1 5 0 2 ．4 1 0 2 5 0

土 佐 市 宇佐 町 宇 佐 4 0 3－1 8 夜 明 世 1 1 ．2 1 9 3 2 1 6 2 ．1 6 0 2 ．4 1 0 2 5 0

〔1／3〕



自動車保管場所・使用料（月額）一覧表

管 理 校 所　 在　 地 宿 舎 名

世

単

面 積

（山）
構 造

旧 単

価

（円 ）

新 単

価

（円 ）

Ｈ 2 6 年 度

使 用 料 （Ａ）

（円）

Ｈ 2 7 年 度

使 用 料 （Ｂ）

（円 ）

差 し 引 き

（Ｂ－Ａ ）

（円）

佐 川 高 校

高 同 郡 佐 川 町 乙 1 9 5 2 玉 割 世 12 ．5 屋 根 3 3 1 3 7 9 4 ′1 3 0 4 ，7 3 0 6 0 0

高 同郡 佐 川 町 甲 1 0 7 7 －5 標 木 田 世 12 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

春 野 高 校 高知 市奉 野 町 弘 岡 下 3 1 6 0　 ° 高 吾 北 地 区 池 寺 世 12 ．5 1 9 3 2 3 4 2 ′4 1 0 2 ，9 2 0 ∴‾‾5 1 0

伊 野 商 業 高 校 吾 川 郡 いの町朋 東 町 3 1－2 校 長 世 9 ．6 1 9 3 2 1 6 1 ．8 5 0 2 ，0 7 0 2 2 0

若 草 養 護 学 校 高 知 示 春 野 町弘 岡下 1 6 9 8 －2 コ ウ ノ ス 世 1 2 ．5 1 9 3 2 3 4 2 ，4 1 0 2 ，9 2 0 ∴ 5 ．1 0

須 崎 高 校

須 崎 市 多 ノ郷 甲 11 〕9 －1 5 0

須 崎 地 区 牛 ヶ 谷 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

須 崎 地 区 牛 ヶ 谷 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

須 崎 市 妙 見 町 11 －3 4 妙 見 町 ． 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

梼 原 高 校

高 岡 郡 梼 原 町 大 蔵 省 1 0 8 9－1 大 蔵 谷 単 身 用 単 1 1 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，2 1 0 2 ．4 8 0 2 7 0

高 岡 郡 梼 原 町 梼 原 1 2 5 7 梼 原 世 1 1．7 1 9 3 2 1 6 2 ，2 5 0 2 ．5 2 0 2 7 0

高 同 郡 椿 原 町 楕 原 1 2 5 2 校 長 世 1 2 ．5 力一再‘一ト 3 3 1 3 7 9 4 ，1 3 0 4 ，7 3 0 6 0 0

窪 川 高 校

高 同 郡 四 万 十 町 北 琴 平 町 9 －22 北 琴 平 町 単 身 用 挙 12 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

高 同郡 四万 十 町 北 琴 平 町 9 －2 6 －2 ハ 穴　 2 ・3 世 12 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

高 岡部 四万 十 町西 日 ケ丘 〕－4 7 香 月 ケ 丘 世 12 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．3 1 0 2 ．5 9 0 2 8 0

高 岡 郡 四 万 十 町北 琴 平 町 89 5 －1 北 琴 平 町 Ｔ－1 ～ Ｔ－6 単 11 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，2 1 0 2 ，4 8 0 2 7 0

高 岡 郡 四 万 十 町琴 平 町 1 0－1 5 校 長 世 12 ．5 カーホ’－ト 3 3 1 3 7 9 4 ，1 3 0 4 ．7 3 0 6 0 0

四 万 十 高 校

高 同 郡 四 万 十 町大 正 〕6 5 －5 校 長 世 11 ．7 か ホ．－ト 3 3 1 3 7 9 3 ，8 7 0 4 ，4 ：3 0 5 6 0

高 岡 郡 四 万 十 町 大 正 5 4 1 －1

亀 ノ 森 世 1 1 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ，1 2 0 2 ．3 7 0 2 5 0

亀 ノ 森 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

高 岡 郡 四 万 十 町 大 正 5 4 1－1

平 谷 世 11 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ，1 2 0 2 ，3 7 0 2 5 0

平 谷 華 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 ． 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

平 谷 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

高 岡郡 四万 十 町 大 正 2 2 5－7 九 日 田 世 1 1 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．1 2 0 2 ，3 7 0 2 5 0

高 岡 郡 四 万 十 町 大 正 18 2 －4 門 田 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

高 岡 郡 四 万 十 町 大 正 6 6 8 －6 樅 ノ 木 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

須 崎 工 業 高 校 須 崎 市 多 ノ郷 甲 11 3 9 －1 5 0 校 長 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ′7 0 0 2 9 0

中 村 高 校

四 万 十 市 中 村 桜 町 2－3 校 長 世 9 ．9 カーホ‘－ト 3 3 1 3 7 9 3 ′2 7 0 3 ，7 5 0 4 8 0

四 万 十 市 中 村 丸 の内 17 0 7－2

中 村 地 区 丸 の 内 華 1 0 ．3 1 9 3 2 1 6 1 ，9 8 0 2 ，2 2 0 2 4 0

中 村 地 区 丸 の 内 世 9 ．5 1 9 3 2 1 6 1 ，3 3 0 2 ，0 5 0 2 2 0

四 万 十 市 中 村 丸 の内 17 3 6－1

中 村 地 区 ウシロダ ハ‘ ．世 1 2 ，5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

中 村 地 区 ウシげ ハ． 単 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ′4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

中 村 高 校

西 土 佐 分 校

四万 十 市 西 土 佐 津 野 川 27 5 －1 鳥 坂 本 単 1 1 ．8 1 9 3 2 1 6 2 ．2 7 0 2 ．5 4 0 2 7 0

四 万 十 市 西 土 佐 用 井 4 5 6 －1 用 井 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

〔2／3〕



自動車保管場所・使用料（月額）一覧表

管 理 校 所　 在　 地 宿 舎 名

世

単

面 積

（ポ）
構 造

旧 単

価

（円）

新 単

価

（円）

Ｈ 2 5 年 度

使 用 料 （Ａ ）

（円）

Ｈ 2 7 年 度

使 用 料 （Ｂ）

（円）

差 し弓は

（8 －Ａ ）

（円 ）

清 水 高 校

土佐 清 水 市 汐 見 町 1 8 －1 3

汐 見 町 2 3 ・2 4 世 1 1 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．2 1 0 2 ，4 8 0 2 7 0

汐 見 町 2 5 ・2 5 華 1 1 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，2 1 0 2 ．4 8 0 2 7 0

土 佐 清 水 市 汐 見 町 2 0－1 4′1 5 汐 見 町 2 0 ・2 1 世 1 1 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，2 1 0 2 ．4 8 0 2 7 0

土 佐 清 水 市 汐見 町 18 －1 1 汐 見 町 2 2 世 1 1 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ．1 2 0 2 ．3 7 0 2 5 0

土 佐 清 水 市 汐見 町 1 8－1 4 ．1 5 ．1 6′1 7 汐 見 町 2 7 ～ 3 0 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 ． 2 ．7 0 0 2 9 0

土 佐 清 水 市 浜 町 5 －1 2

浜 町 1 8 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ′7 0 0 2 9 0

浜 町 1 9 世 1 0 ．0 1 9 3 2 1 6 1 ．9 3 0 2 ，1 6 0 2 3 0

宿 毛 高 校

宿 毛 市 与 市 明 5 －4 5 校 長 3 1 世 1 2 ．5 カーホ’－ト 3 3 1 3 7 9 4 ，1 3 0 4 ．7 3 0 6 0 0

宿 毛 市 与 市 明 6 －1－9 与 市 明 3 4 ・3 5 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

宿 毛 市 与 市 明 6 －14 －2′6－1 2－1 0 与 市 明 3 6 ・3 7 単 1 1 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．2 1 0 2 ．4 8 0 2 7 0

宿 毛 市 与 市 明 6－12－3，6－1 之－6 宿 毛 地 区 単 1ｉ．5
1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

幡 多 農 業 高 校

四 万 十 市 古 津 賀 3 1〕6 －3 中 村地 区 中沢 ロ 1～ 14 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ′4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

四 万 十 市 古津 賀 3 1 3 6 －4 校 長 1 6 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ．4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

四 万 十 市 古津 賀 3 1〕5 －5 中村 地 区 中沢 ロ 17 ・1 8 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 享．7 0 0 2 9 0

四 万 十 市 右 山五 月 町 9－3 －1，9 －14 －5 石 山 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

宿 毛 工 業 高 校

宿 毛 市 平 田 町戸 内2 1 2 3 校 長 世 1 2 ，5 カーが －ト 3 3 1 3 7 9 4 ．1 3 0 4 ．7 3 0 6 0 0

宿 毛 市 山 京 町 山 田 1 6 3 6個 小 駄 場 世 1 2 ．0 1 9 3 2 1 6 2 ，3 1 0 2 ．5 9 0 2 8 0

宿 毛 市 山 奈 町 山 田 1 5 7 8－1

丁 場 ノ 南 世 1 1 ．7 1 9 3 2 1 6 2 ．2 5 0 2 ′5 2 0 2 7 0

丁 腸 ノ 南 世 1 0 ．8 1 9 3 2 1 6 2 ′0 8 0 2 ．3 3 0 2 5 0

大 方 高 校

幡 多 郡 黒 潮 町 入 野 5 5 0 7 校 長 世 1 2 ．5 力輔 ．－ト 3 3 1 3 7 9 4 ，1 3 0 4 ，7 3 0 6 0 0

幡 多郡 黒 潮 町 入 野 5 2 7 8－2 、5 2 7 5 －5 井 ノ 谷 山 世 1 享・5 1 9 3 2 1 6 2 ′4 1 0 2 ，7 ＿0 0 2 9 0

幡 多 郡 黒 潮 町 入 野 1 0 0 7 －2 弓 場 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ．7 0 0 2 9 0

幡 多 青 少 年 の 家 幡 多 郡 黒 潮 町 浮 鞭 2 1 0 0 －1

所 長 1 2 二5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

力 ロ ヲ ト 世 1 2 ．5 1 9 3 2 1 6 2 ，4 1 0 2 ，7 0 0 2 9 0

高　 知　 地　 区

高 知 市 朝 倉 甲 5 3 2 －2 2　 － 沖 田 Ａ （1享）＿‾－‥ 世
1 2 ．ｂ

19 3 2 3 4 2 ，3 1 0 2 ′8 0 0 ：－：ニ4 9 0

高 知 市 朝 倉 甲 53 2 －1 0 沖 田 Ｃ　 こ＿（4 ）－ 世 12 ．5 1 9 3 2 3 4 　 2 ．4 1 0 2 ．9 2 0 誉 ‾5 ＿1 0

高 知 市 朝 倉 耶 3 ㌢ 2 2 ． 沖 田 8 ． 日 目 単 1 1 ．5 1 9 3 2 3 4 ．2 ′2 1 0 2 Ｊ5 9 0 ・．．・ ＿4 8 0

高 知 市 朝 倉 申 5〕2 －1 0 沖 田 ‾Ｄ． ．亘 1．ト 単 12 ．5 1 9 3 2 3 4 2 ′4 1 0 2 ′9 2 0 ．＿出 Ｄ

高 知 市 朝 倉 甲 53 2 －1 0 ． 沖 田 ．・Ｄ＿：一一（‾1 ） 単 ．9 ．2 1 9 3 2 3 4 1 ，7 7 0 2 ′1 5 0 ㌦ ‾3 8 0

辱 知 市 美浜 新 町一 丁 目 60 1 －2

横 浜 ∴ ＿．一用 〉 世 1 2 ．5 1 9 3 2 3 4 2 ，4 1 0 2 ．9 2 0 こ．：5 1 0

横 浜 ∴ 一一‾（．4 「 世 1 1Ｆ．5 ・1 9 3 2 3 4 2 ．2 1 0 ＋ 2 ′5 9 0 4 8 0

前 里壷 ・ （1 ）
世 8．8 瞳 ‾－＿‾ 1 9 3 2 3 4 1 ，6 9 0 2 ′0 5 0 ∴ ：．3 6 0

料 野　 （‾11 ）
世 1 2 ．2 1 9 3 2 3 4 2 ，3 5 0 2 ′8 5 0

＼．．：・：5 0 0

高 知 市 削 野 北 町＿ 丁 目 1 1－1 7 － 蔚 野　 里 ‥－ 世 8 ．5 ‾－軽 ：
1 9 3 2 8 4 1 ，5 4 0 1 ．9 8 0 こ．・＿　3 4 0

前 野 ＿・ こく：1 「 世 ｌＯ・5 1 9 3 2 3 4 2 ．0 2 0 こ． 2 ′4 5 0
㍉ 料

高知 市 西 塚 の原 4 〕一1 － 塚 ノ 原 ∴ ．（22 ） 世 1 1 ・5 1 9 3 ・2 ？4 2 ．2 1 0 2 ．5 9 0 ・‖ ＿4 8 0

高知 市 十 率 土 丁 目 10 「1 2 ．ニ‾ 十 津　 （‾坤 世 1 2 ．5 1 9 3 2 3 4 ・＿2 ．4 1 0 2 ，9 2 0 幸 ．1 9

高知 市 干 宮 両 町∵ 丁 目 7－1 1－・ 「 宮 ‾＿． （－38 1： 世
草

1 2 ：5
1 9 3 寧3 4 ・ ？′4 1 0 2 ′9 2 0 ：．． ｓｌＯ

教 職 員 ・福 利 課 高 知 市 桟 癌 通 六 丁 目7 －1 7 ∴・‥ 翻 悪 い 2 ニーこ 世 1‾2 ．5 1 9 3 2 3 4 2 ．4 1 0 ‘ 2 ′9 2 0 ・．・5 1 0

〔3／3〕


